
2024 年 12 月 4 日

10 時 0 分から 19 時 0 分まで あり ※水・金曜の迎えのみ

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

学習支援を中心に、一日の時間配分をそれぞれの子どもたちと相談して決めていきます。主要な支援メニューは、以下の通りです。
①主要五科目（国数英社理）について本人の理解に合わせて学んでいく「科目学習」
②読書やパズル、知育テキスト、PC教材などで楽しみながら学びに取り組む「学習活動」
③イラストや工作、プログラミングなどを行う「創作活動」
④卓球やバドミントン、ボードゲームなどで他の利用者と交流しながら体を動かす「運動と交流」
このほか、学期ごとに開催される児童・生徒主体のイベント企画や季節開催の土曜講座（ロボット教室、アーティストによる創作講座）があります。
学習や創作活動の支援の中で生まれる対話を通じて、日々の困りごとや本人の希望、意欲を引き出したり、中学生以上では自分自身の進路決定やアイデンティティ形成など、コミュニ
ケーションを通した自律や育ちを促していきます。

具体的な支援内容

法人（事業所）理念

「誰もがいつからでもどこからでも自分らしさを取り戻せる社会の実現」をめざして、私たちは、一人ひとりの子どもたちの特性を強みへと換えるエデュケア（edu-care）を実践してい
ます。子どもたちのできないこと、苦手なこと（課題）よりも、好きなことや得意なこと、独特の認知や感覚に注目することで、ひとりひとりの子どもを理解しそれぞれの持つ豊かさを
引き出すお手伝いをしています。また、思春期に向かう子どもたちを対象にしていることもあり、「自分とは何か、将来どうなっていきたいか？」というアイデンティティやキャリアの
課題（子どもたちの育ち）について、本人や家族との対話を通してみんなで考えていくサポートをしています。

事業所名 学びの森放課後等デイサービス 作成日支援プログラム

◇ナラティブアプローチ／認知行動変容アプローチ
主要五科目の科目学習サポートや楽しみながら学ぶ学習活動、創作・運動など、さまざまな学びの活動とそこでの対話を通して、個々の特性に基づく認知行動のパターンをより建設的な
ものへと転換していきます。

◇個別学習支援／個別最適化学習
特性に応じた学びの支援をおこなうことで、個別最適な学習姿勢や学習習慣を身につけ、学習内容の理解を促すと共に自信と自己肯定感を高めます。

◇仲間づくり／レクリエーション
日々の個別の関係だけでなく、子どもたち主体のイベント企画など、グループ活動を通して仲間同士の人間関係や社会性のスキルを身につけます。

支援方針

主に発達障害を抱えた子どもたちを対象に、学習支援を中心とした活動を行っています。特性を抱えているがゆえに配慮が必要となる子どもたちに対して、各自に適した教育方法や教材
を提供することにより、自信や自己肯定感の向上を図っています。また、学習支援を通してコミュニケーション、社会性を育むことや、運動・創作・生活スキル向上・地域に開かれた体
験型講座など、子どもたちが生活能力を高め、社会との交流が図れるよう支援しています。このほか、進路保障やインクルージョンの観点から、進路決定やそのためのアイデンティティ
形成に関するサポート（移行支援）も行っています。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等
ロボット教室（春期・秋期）、アーティスト講座（秋期）、夏のお楽しみ会、放デイクリスマス会、卒業生を送る会、クリスマスコンサート

家族支援

◇個別面談・家族教室
学期毎に保護者面談を実施し児童生徒の状況を共有したりその時々の相談事に
応えていくとともに、随時相談を受け付けています。また、家族理解に関する
専門家を招いた講座を年２回おこなっています。

移行支援

◇進路決定支援・キャリア支援
進路やその先のキャリアについての相談に応じつつ、希望する学校や関連
機関とも積極的に連携を取りながら多様な進路決定支援をおこないます。

地域支援・地域連携

必要に応じて、相談事業所、学校、医療機関、行政機関と連携を取りながら
チームで支援をおこなえる体制を構築しています。 職員の質の向上

毎週の定例職員ミーティングのほか、定期的に職場内・外での研修機会を
活用しています。

支　援　内　容

◇個別相談／心理支援／アイデンティティ形成
学校生活や家庭での個別の困りごとやニーズに寄り添いつつ、思春期特有のアイデンティティ形成に関する悩みに応えていきます。

◇創作活動／運動機会
卓球やバトミントン、サッカーなど運動と交流の機会を設けるとともに、創作活動ではイラストやプログラミング、工作以外にも、エンジニアやアーティストを講師に招いた創作教室も
設けています。
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